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災害復旧費・労働費・
諸支出金（貯金）

村の予算は

62.7万円

総務費

21.3万円

公債費（借金） 21.1万円民生費 17.1万円衛生費

14.9万円土木費 7.2万円商工費14.1万円教育費

9.8万円

農林水産業費

7.0万円消防費

3.7万円

0.4万円予備費

村民１人あたり（R7.4.1の人口2289人） このように使われます

令和７年度当初予算を可決

一般会計 41億6700万円

自主財

源

依
存

財 源

歳入

村税
2億1552
万円

（5.2%）

●繰入金 3億9791万円（9.5%）
●諸収入・財産収入 2億7792万円（6.7%）
●寄附金 5000万円（1.2%）
●使用料および負担金等 2461万円（0.6%）
●繰越金 2000万円（0.5%）

7億7044万円（18.5％）
村民のみなさん

からの税金

地方交付税

23億8000万円

（57.1%）

県支出金

2億2341万円

（5.4%）

村債

2億3050万円

（5.5%）

国庫支出金

2億2013万円（5.3%）

地方譲与税・交付金

1億2700万円（3.0%）

歳出

●議会費 6268万円（1.5%）
●諸支出金 7530万円（1.8%）
●予備費 1000万円（0.2%）
●労働費 561万円（0.2%）
●災害復旧費 488万円（0.1%）

 1億5,847万円（3.8%） 

商工費
1億6417万円

（3.9%）

教育費

3億2365万円

（7.8%）

民生費

4億8231万円

（11.6%）

衛生費

3億9098万円

（9.4%）

土木費

3億4218万円

（8.2%）

公債費

4億8679万円

（11.7%）

総務費

14億3417万円

（34.4%）

農林水産費
2億2358万円

（5.4%）

消防費
1億6070万円

（3.8%）

過去最大の予算額

村への人の流れ創出へ！村への人の流れ創出へ！
▼地域おこし協力隊員の増や業務のデジタル化や人件費・物価の高騰を反映し当初予算規模が過去最大に。

▼村民生活に直結するインフラ整備にも重点的に予算を配分。

2.7万円議会費

依存財源

国・県からの

収入・借入金

などの財源

31億8104万円

（76.3％）

自主財源

村で集めた

財源

9億8596万円

（23.7％）

注目 令和７年度の主な事業ここに
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注目 令和７年度の主な事業ここに

各会計の予算額

※金額は表示単位未満を四捨五入しています。

   地域おこし協力隊事業

４億８３９４万５千円
 
　雇用隊員８名、委嘱隊員１名、民間連携隊121

名の計130名を予定している。観光振興、文化財

保護、須川湖キャンプ場の管理・運営、ＩＴ課

題解決で住民の生活の利便性向上などに従事。

   定住促進住宅建設事業

３０６０万円

　岩井川地区に移住定住促進住宅建設のための

用地を取得し、測量設計、造成工事を実施。

   スクールバス事業
４０３９万６千円

　業務委託していた、小・中学校のスクールバ

ス事業を村直営で行う。マイクロバス２台を購

入予定。当面はレンタカー等で対応。

   有害鳥獣駆除事業

３４６万円５千円
　人畜・農産物に被害を及ぼす危険のある鳥獣

類について対策を図るもの。有害鳥獣駆除補助

金、捕獲奨励金、ツキノワグマ誘引樹木伐採費

補助金等。

会　　　計　　　名 予算額（増減額 ％）

一　般　会　計 41億6700万円 (   2.5)

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険
（ 事 業 勘 定 ）

2億597万円 (   0.3)

国 民 健 康 保 険
（直営診療施設勘定）

1億1555万円 ( 21.5)

後 期 高 齢 者 医 療 3410万円 (   3.4)

介 護 保 険 3億7476万円 (   1.5)

会　計　名 予算額（増減額 ％）

公

営

企

業

会

計

簡
易
水
道
事
業

収 益 的 収 入 2億3644万円 (　  5.8)

収 益 的 支 出 1億8470万円 (▲20.2)

資 本 的 収 入 210万円 (▲54.3)

資 本 的 支 出 1億2993万円 (　  9.0)

下
水
道
事
業

収 益 的 収 入 9180万円 (　  5.8)

収 益 的 支 出 9414万円 (　  3.7)

資 本 的 収 入 990万円 (▲23.5)

資 本 的 支 出 2745万円 (　  2.1)

岩井川地区岩井川地区

（レンタカー）（レンタカー）
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予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
17
日
・
18
日
）

疑
問
を
一
掃
　
徹
底
審
査
！

令
和
７
年
度
当
初
予
算

も
の
か
。
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

で
決
裁
出
来
る
の
か
。

答
弁

　　

こ
の
施
設
管
理
費
の
備
品

購
入
は
、
成
瀬
川
交
流
館
に
設
置

す
る
テ
レ
ビ
の
更
新
に
関
わ
る
も

の
。
備
品
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

は
財
務
規
則
で
３
万
円
以
上
の
も

の
が
備
品
と
い
う
扱
い
に
な
る
。

備
品
扱
い
に
な
っ
た
物
は
当
然
備

品
契
約
が
必
要
に
な
る
。
課
内
決

裁
の
あ
と
財
務
担
当
に
回
っ
て
く

る
。
最
終
的
に
は
村
長
決
裁
が
必

要
。

質
問
　

今
回
の
不
祥
事
は
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
機
能
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
か
。

答
弁

　　

そ
う
い
っ
た
決
裁
行
為
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事

実
を
確
認
し
た
と
い
う
こ
と
。
本

来
の
手
続
き
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

 

地
域
活
性
化
起
業
人
事
業

質
問
　

８
名
で
、
４
４
０
０
万
円

の
計
上
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
弁

　　

令
和
６
年
度
に
導
入
し
た

起
業
人
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経

営
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
一
定
の

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
土
産
、

特
産
品
の
分
野
に
つ
い
て
も
開
発

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
外
部
の
方
の
力

を
活
用
し
、
今
後
も
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

定
住
促
進
住
宅
の
詳
細
は

質
問
　

用
地
購
入
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
の
辺
り
か
。
ま
た
、

こ
の
土
地
は
整
備
後
は
宅
地
と
し

て
提
供
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
住

宅
を
建
設
す
る
予
定
か
。

答
弁

　　

予
定
地
と
し
て
は
、
岩
井

川
の
東
村
地
区
を
考
え
て
い
る
。

造
成
後
は
、
住
宅
の
建
設
に
向

か
っ
て
い
く
こ
と
を
見
込
ん
で
い

る
。

質
問
　

住
宅
の
形
式
は
。

答
弁

　　

住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
ど
う
い
っ
た
手
法
が
良
い
か

現
在
も
検
討
中
で
あ
り
、
ア
パ
ー

ト
形
式
か
、
戸
建
て
に
す
る
の
か

と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
こ
れ
か
ら
検

討
す
る
。
具
体
的
に
決
ま
り
次
第
、

報
告
し
た
い
。

 【
民
生
費
】

個
別
避
難
計
画
作
成
支
援
事
業

質
問
　

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

す
る
よ
う
だ
が
、
要
支
援
者
の
状

態
は
日
々
変
化
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
情
報
の
更
新
は
担
当
課
で
行

う
の
か
。

答
弁

　　

本
人
の
同
意
・
不
同
意

を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。
情
報
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
担
当
課
で
主
体
的
に
進
め

る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

歳
　
　
出 

【
総
務
費
】

集
落
支
援
員
の
配
置
と
は

質
問
　

地
域
づ
く
り
活
性
化
対
策

事
業
に
集
落
支
援
員
と
し
て
１
名

を
配
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う
な
年
限

は
あ
る
の
か
。

答
弁

　　

総
務
省
の
事
業
で
、
村
の

会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る
。
地

域
の
実
情
に
詳
し
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
あ
る
人
材
で
、
地
域
の
活
性
化

に
携
わ
る
方
を
想
定
し
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
よ
う
に
年

限
は
な
い
。

 

備
品
購
入
の
取
り
扱
い
は

質
問
　

施
設
管
理
費
に
備
品
購
入

と
あ
る
が
、
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
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【
衛
生
費
】

ご
み
処
理
機
の
購
入
費
助
成
事
業

質
問
　

４
万
円
を
上
限
に
購
入
費

の
２
分
の
１
補
助
と
い
う
こ
と
だ

が
、
昨
年
ま
で
堆
肥
化
事
業
に
協

力
し
て
い
た
世
帯
は
８
万
円
ま
で

を
上
限
に
全
額
補
助
と
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
機
械
か
。

答
弁

　　

機
械
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
３
万
円
か
ら
10
万
円
台
く
ら
い

の
も
の
が
あ
る
。
生
ご
み
に
熱
や

風
を
当
て
て
乾
燥
さ
せ
粉
末
状
に

す
る
も
の
で
、
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の

も
の
も
あ
り
平
均
で
数
十
円
程
度

の
電
気
代
と
な
っ
て
い
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

農
業
振
興
施
設
管
理
委
託
料

質
問
　

前
年
度
に
比
べ
て
ほ
と

ん
ど
の
施
設
で
高
く
な
っ
て
い
る

が
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
前
年
度
と

変
動
が
な
い
が
。

答
弁

　　

育
苗
セ
ン
タ
ー
は
管
理
備

品
等
が
少
な
く
、
年
度
に
よ
っ
て

の
動
き
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
増

減
が
な
か
っ
た
。

農
業
に
精
通
し
た
専
門
員
配
置
を

質
問
　

今
後
、
配
置
す
る
考
え
は
。

答
弁

　　

数
年
前
か
ら
県
な
ど
に
打

診
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
適
格

な
人
材
が
見
つ
か
ら
な
い
。
あ
き

ら
め
ず
今
後
も
声
を
か
け
て
い
き

た
い
。

電
気
柵
購
入
補
助
金

質
問
　

内
容
は
。

答
弁

　　

主
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
に
補
助
す
る
も
の

で
、
補
助
の
対
象
は
村
民
で
あ
り
、

村
内
の
農
地
に
農
作
物
を
生
産
す

る
個
人
又
は
団
体
。
個
人
は
上
限

15
万
円
で
２
分
の
１
以
内
、
団
体

は
上
限
30
万
円
で
２
分
の
１
以
内

と
い
う
内
容
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
誘
引
樹
木
伐
採
事
業

質
問
　

総
額
２
５
０
万
円
と
い
う

こ
と
だ
が
。

答
弁

　　

住
宅
周
辺
の
栗
や
柿
な
ど

の
樹
木
伐
採
へ
の
補
助
金
で
、
経

費
の
３
分
の
２
以
内
の
額
と
し

て
、
１
本
当
た
り
５
万
円
を
上
限

と
す
る
内
容
。
50
本
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。

【
土
木
費
】

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
購
入

質
問
　

詳
細
は
。

答
弁

　　

５
人
乗
り
の
ト
ラ
ッ
ク
を

想
定
し
て
い
る
。

【
消
防
費
】

防
災
士
育
成
に
係
る
経
費

質
問
　

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

か
。

答
弁

　　

防
災
士
の
要
請
講
座
の
受

講
手
数
料
及
び
テ
キ
ス
ト
台
、
２

名
分
に
相
当
す
る
経
費
を
計
上
し

て
い
る
。

【
商
工
費
】

ダ
ム
ま
つ
り
補
助
金

質
問
　

昨
年
は
県
の
補
助
を
使
っ

て
の
開
催
で
は
な
か
っ
た
か
。
今

回
３
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
積
算
根
拠
は
。

答
弁

　　

昨
年
は
県
の
補
助
を
活
用

し
て
の
開
催
だ
っ
た
。
新
年
度
も

そ
う
い
う
も
の
が
あ
れ
ば
活
用
し

て
い
く
方
向
で
、
も
し
無
け
れ
ば

村
の
補
助
金
を
導
入
し
た
い
。
こ

れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
参
考
に
算

定
し
た
。

【
教
育
費
】

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
村
直
営
へ

質
問
　

委
託
か
ら
直
営
に
移
行
す

る
と
の
こ
と
だ
が
。

答
弁

　　

人
手
不
足
の
問
題
も
あ
り

地
域
交
通
も
大
き
な
岐
路
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
。
更
に
子
ど
も
の

数
も
減
っ
て
い
る
た
め
、
一
定
の

変
わ
ら
な
い
予
算
を
掛
け
続
け
る

こ
と
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
で
の

運
行
と
の
こ
と
だ
が
、
運
転
手
の

確
保
は
。

答
弁

　　

新
た
に
１
名
の
運
転
手
を

採
用
し
、
３
名
体
制
を
検
討
し
て

い
る
。

１
人
１
台
端
末
の
休
日
等
利
用
は

質
問
　

休
日
や
時
間
外
に
家
庭
で

利
用
し
た
い
場
合
の
対
応
は
。

答
弁

　　

長
期
休
み
を
始
め
、
家
庭

で
の
使
用
を
試
み
て
い
る
状
況
。

活
用
で
き
る
機
会
を
ど
ん
ど
ん
増

や
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　

通
信
環
境
が
不
便
な
場
合

は
。

答
弁

　　

ポ
ケ
ッ
ト
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ
を

貸
し
出
す
形
で
進
め
て
い
る
。



ひがしなるせ議会だより / 令和７年４月号 6

髙
たか

　橋
はし

　清
せい

　一
いち

  議員

自身の目標の自己評価は
村長　まだ途中で１００点中６０点

質
問 

村
長
と
し
て
3
年
目
を

終
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
令
和

７
年
予
算
編
成
を
終
え
、
村
長

自
身
の
目
標
達
成
に
対
す
る
自

己
評
価
を
聞
く
。
ま
た
、
人
口

減
少
の
中
で
も
活
力
あ
る
村
づ

く
り
の
進
捗
状
況
は
。

村
長 

活
力
あ
る
村
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、
財
政
健
全
化
な

ど
目
標
を
設
定
し
推
進
し
て
き

て
い
る
。
満
足
で
き
る
点
も
あ

れ
ば
、
残
念
に
思
う
部
分
も

あ
る
が
自
己
評
価
と
し
て
は

１
０
０
点
満
点
中
60
点
く
ら
い

と
思
っ
て
い
る
。

質
問 

ス
キ
ー
場
・
ホ
テ
ル
ブ

ラ
ン
の
今
後
を
ど
う
描
い
て
い

く
か
。
村
長
自
身
が
考
え
て
い

る
方
向
性
を
聞
く
。

村
長 

現
在
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
調
査
依
頼
を
し
て
い
る
状

況
。
建
設
時
か
ら
、
夏
は
栗
駒

山
荘
で
儲
け
て
そ
の
黒
字
で
ス

キ
ー
場
・
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
を
運

営
す
る
計
画
で
進
め
て
き
た
。

雇
用
維
持
の
目
的
は
今
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
コ
ン
サ
ル
か
ら

の
報
告
を
受
け
て
、
そ
の
後
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

ス
キ
ー
場
の
広
域
連
携

の
考
え
は
。
ま
た
、
施
設
整
備

は
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。
人

口
の
減
少
の
中
で
、
近
隣
市
に

協
力
呼
び
か
け
は
。

ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
ス
キ
ー
場
の
今
後
は

一 般 質 問

質
問 

村
総
合
計
画
の
内
容
周

知
は
十
分
に
進
ん
で
い
る
か
。

ネ
ッ
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
も
い
る
、
紙
媒
体
で
届
け

る
な
ど
様
々
な
手
段
で
周
知
す

べ
き
。
ま
た
、
進
捗
状
況
の
公

表
も
す
べ
き
。

村
長 

周
知
の
方
法
は
様
々
あ

る
と
思
う
し
、
村
の
情
報
発
信

は
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
今
後
行
政
全
般
に
つ
い
て

情
報
発
信
に
努
め
た
い
。
村
総

合
計
画
は
公
表
し
て
い
る
が
、

進
捗
状
況
は
し
て
い
な
い
の
で

今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

村
長 

広
域
圏
組
合
の
協
議
の

場
で
は
調
整
は
無
理
。
そ
れ
ぞ

れ
が
取
り
組
む
部
分
で
、
公
式

の
場
で
は
話
せ
な
い
が
非
公
式

の
場
で
は
意
見
交
換
を
し
た
こ

と
も
あ
る
。

村
長
　
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
中
で
そ
の
後
に
判
断
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地域計画の実行と農地維持は
村長　所有者と地域の実情を踏まえ対応

村 政 を 問 う
佐
さ

　藤
とう

　一
かず

　人
と

  議員

質
問
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
か

ら
「
地
域
計
画
」
へ
移
行
し
た

が
、
村
の
課
題
や
対
応
は
。

村
長 

担
い
手
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
管
理
、
農
機
具
購
入
費

の
助
成
等
が
課
題
だ
。
計
画
の

進
行
確
認
や
協
議
の
継
続
、
取

組
み
の
具
体
化
が
求
め
ら
れ
る
。

質
問 

農
地
バ
ン
ク
等
と
新
規
・

再
契
約
が
で
き
な
い
地
権
者
へ

の
説
明
や
対
応
は
。

村
長 

契
約
に
至
ら
な
か
っ
た

方
々
に
は
自
己
保
全
管
理
や
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

の
活
用
を
助
言
し
て
い
る
。
再

契
約
が
で
き
な
い
地
権
者
の
数

は
、
受
け
手
側
の
意
向
確
認
も

あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
把
握

で
き
て
い
な
い
。

質
問 

契
約
満
了
後
、
管
理
が

行
き
届
か
ず
、
草
・
木
が
生
い

茂
っ
て
し
ま
っ
た
農
地
の
再
生

は
貸
出
人
（
地
権
者
）
の
責
任

で
行
う
の
か
。

村
長 

借
受
人
の
責
任
で
原
状

回
復
す
る
こ
と
が
第
一
だ
が
、

個
別
対
応
が
必
要
な
場
合
も
あ

る
。

質
問 

再
生
困
難
な
農
地
の
地

目
変
更
や
管
理
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

村
長 

地
権
者
の
判
断
で
地
目

変
更
が
可
能
だ
。
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
農

地
で
あ
る
場
合
、
交
付
金
を
活

用
し
、
地
域
で
の
管
理
が
最
善

で
は
な
い
か
。

質
問 

平
良
・
蛭
川
地
区
の
農

業
維
持
と
行
政
の
支
援
に
つ
い

て
、
新
規
参
入
農
家
や
集
落
営

農
へ
の
資
本
装
備
支
援
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

村
長 

担
い
手
確
保
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
新
規
参
入
農
家

の
安
定
経
営
の
た
め
、
国
・
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
村
も

最
大
限
の
支
援
を
し
な
が
ら
方

向
性
を
定
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
に
対
し
て

も
条
件
の
良
い
ほ
場
を
集
積
し

て
負
担
を
軽
減
す
る
農
業
政
策

を
進
め
て
い
く
。

質
問 

守
る
べ
き
農
地
と
諦
め

る
べ
き
農
地
の
明
確
化
に
つ
い

て
伺
う
。

村
長 

所
有
者
の
判
断
が
優
先

さ
れ
る
た
め
行
政
主
導
の
線
引

き
は
難
し
い
。
現
在
の
目
標
地

図
は
法
人
や
認
定
農
業
者
の
意

向
を
踏
ま
え
、
条
件
不
利
農
地

を
地
域
計
画
で
一
部
除
外
し
て

作
成
し
て
い
る
。
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鈴
すず

　木
き

　　　実
みのる

  議員

不祥事の経緯と対応は
村長　財務規則、コンプライアンスを厳守

一 般 質 問

質
問 

過
去
３
年
間
に
わ
た
り

窃
取
行
為
を
繰
り
返
し
た
と
さ

れ
る
が
、
今
年
一
月
の
予
算
査

定
ま
で
発
覚
し
な
か
っ
た
主
な

要
因
は
。
備
品
・
消
耗
品
の
管

理
確
認
は
。
ま
た
、
現
段
階
で

は
警
察
等
へ
の
相
談
の
上
、
事

実
関
係
の
全
容
解
明
に
向
け
調

査
を
進
め
て
い
る
と
し
て
い
る

が
、
行
政
と
し
て
今
後
の
調
査

は
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
行

わ
れ
る
も
の
な
の
か
。

村
長 

調
査
委
員
会
を
設
置
し

現
在
調
査
中
。
懲
戒
免
職
処
分

と
な
っ
た
職
員
は
、
決
裁
の
手

続
き
を
経
ず
に
リ
ー
ス
契
約
を

し
、
物
品
の
支
払
い
を
行
っ
て

い
た
。
ま
た「
備
品
」を「
消
耗
品
」

と
書
き
換
え
た
請
求
書
を
使
用

し
て
い
た
。

　

財
務
規
則
で
は
納
品
・
管
理

の
確
認
は
所
管
課
の
管
理
職
が

行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
管
理
体

制
の
不
備
、
も
し
く
は
職
員
へ

の
過
度
の
信
頼
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。

質
問 

内
部
調
査
は
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ル
で
行
わ
れ
た
か
。
今

回
の
事
例
を
村
長
は
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
把
握
し
、
調
査
に
対

し
ど
の
よ
う
な
指
示
を
し
た
か
。

村
長 

今
年
の
一
月
上
旬
、
次

年
度
予
算
の
副
村
長
と
総
務
課

長
に
よ
る
査
定
に
お
い
て
発
覚

し
、
副
村
長
が
そ
の
時
点
で
総

務
課
長
に
内
部
調
査
を
進
め
る

よ
う
命
じ
た
。
総
務
課
長
が
関

係
者
に
対
し
個
別
に
事
実
確
認

の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
そ
れ

ら
は
副
村
長
に
報
告
さ
れ
、
私

も
逐
一
報
告
を
受
け
、
情
報
は

す
べ
て
共
有
し
て
い
た
。

　

私
は
早
期
に
事
実
確
認
を
行

う
よ
う
に
指
示
し
た
。

質
問 

調
査
委
員
会
は
ど
の
よ

う
な
組
織
構
成
で
行
わ
れ
、
調

査
結
果
の
公
表
は
い
つ
頃
を
め

ど
と
す
る
の
か
。

村
長 

２
月
25
日
に
担
当
職
員

と
直
接
事
務
処
理
に
関
係
し
て

い
な
い
課
の
管
理
職
で
構
成
す

る
調
査
委
員
会
を
す
で
に
立
ち

上
げ
て
調
査
中
だ
が
、
本
人
か

ら
の
聞
き
取
り
に
お
い
て
不
明

確
な
点
が
多
く
、
内
部
調
査
で

は
限
界
が
あ
る
た
め
、
横
手
警

察
署
へ
相
談
、
調
査
依
頼
を
し
、

現
在
調
査
中
。
区
切
り
が
つ
い

た
段
階
の
節
々
で
報
告
す
る
義

務
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

最
終
的
な
公
表
は
、
す
べ
て

が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、

可
能
な
限
り
早
期
に
行
い
た
い
。

質
問 

再
発
防
止
に
向
け
ど
の

よ
う
な
対
策
が
必
要
か
。
ま
た

現
状
の
職
員
不
足
の
中
で
、
業

務
負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら
も
、

第
三
者
機
関
等
に
よ
る
備
品
等

の
チ
ェ
ッ
ク
業
務
の
委
託
も
あ

り
得
る
か
。

村
長 

私
の
経
験
上
、
財
務
事

務
自
体
は
単
純
な
作
業
で
あ
り
、

過
度
な
業
務
負
担
と
は
思
わ
な

い
。 

そ
の
体
制
を
確
立
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
だ
。
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公用車を一般利用できないか
村長　公共ライドシェアを検討

村 政 を 問 う
伊
い

勢
せ

谷
や

　勝
かつ

　美
み

  議員

質
問 

一
部
の
自
治
体
で
は
、

公
用
車
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。

村
で
も
公
用
車
を
村
民
が
一
般

利
用
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
ま
た
災
害
時
に
は
、
公
用

車
を
避
難
所
へ
派
遣
す
る
仕
組

み
を
作
り
、
平
時
の
利
便
性
と

非
常
時
の
防
災
対
策
の
両
方
に

貢
献
す
る
取
り
組
み
を
し
て
は

ど
う
か
。

村
長 

村
に
タ
ク
シ
ー
な
ど
一

般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
業
務

を
行
っ
て
い
る
業
者
は
な
い
の

で
、
考
え
ら
れ
る
の
は
公
用
車

を
一
般
利
用
す
る
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
市
・
町
・
村
に
関
わ
り

な
く
交
通
空
白
地
帯
の
自
治
体

に
ほ
と
ん
ど
あ
る
。

　

災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

観
光
振
興
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
の

福
祉
の
面
で
も
大
き
な
力
と
な

る
。
ま
た
親
子
会
や
学
校
関
係

か
ら
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
現
在
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
を
設
立
し
た
と
こ

ろ
だ
。
課
題
は
い
ろ
い
ろ
と
あ

る
が
、
す
で
に
先
進
事
例
は
た

く
さ
ん
あ
り
、
参
考
に
し
て
実

施
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問 

自
然
の
恵
み
を
利
用
し

地
域
振
興
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

山
菜
の
収
穫
時
期
に
合
わ
せ

て
山
菜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
山

菜
の
体
験
ツ
ア
ー
や
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
な
ど
を
企
画
し
観
光

客
に
自
然
の
中
で
楽
し
ん
で
も

ら
う
。
山
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

地
域
の
特
産
品
と
し
て
販
売
す

る
こ
と
を
考
え
て
は
。

山
菜
を
活
用
し
て
み
て
は

村
長
　
協
議
を
進
め
て
い
く

村
長 

山
菜
や
キ
ノ
コ
を
活
用

し
て
の
地
域
振
興
を
進
め
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
す
で
に
村
内
の
直
売
所
で

も
販
売
し
て
い
る
。
夢
な
る
せ

直
売
所
に
お
い
て
も
春
の
新
緑

山
菜
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
山
菜
は
、
ネ
ッ
ト
上
で

は
高
値
で
取
引
さ
れ
て
お
り
、

季
節
も
の
の
た
め
貯
蔵
は
塩
漬

け
や
冷
凍
の
設
備
が
必
要
に
な

る
。
村
に
は
、
な
る
せ
加
工
所

が
あ
り
、
今
年
か
ら
株
式
会
社

へ
組
織
替
え
し
業
務
拡
大
を
図

っ
て
い
る
。
買
取
か
ら
加
工
販

売
ま
で
可
能
か
協
議
を
進
め
て

い
く
。
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村 政 を 問 う　 一 般 質 問

杉
すぎ

　山
やま

　　　彰
あきら

  議員

インバウンドで起死回生を
村長　受け入れ対応を推進

質
問 

ジ
ュ
ネ
ス
ス
キ
ー
場
の

経
営
上
の
苦
戦
が
続
く
一
方
で
、

日
本
の
雪
質
の
良
さ
や
円
安
状

況
を
味
方
と
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
で
盛
況
と
な
っ
て
い
る

ス
キ
ー
場
も
増
え
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
施
設
へ
と
脱
皮
す

る
た
め
に
、
英
語
等
表
示
の
拡

充
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語

化
、
英
語
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ

フ
の
獲
得
等
に
足
を
踏
み
出
す

用
意
は
な
い
か
。

　

ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
か

ら
更
に
進
ん
で
、
住
民
の
中
に

も
英
語
等
に
親
し
む
ム
ー
ド
を

醸
成
し
、
国
際
性
あ
ふ
れ
る
村

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
レ
ン
ド

リ
ー
・
ビ
レ
ッ
ジ
」
こ
れ
は
私

が
名
付
け
た
が
、
そ
の
よ
う
な

考
え
で
認
知
を
目
指
す
方
向
性

は
い
か
が
か
。

村
長 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け

入
れ
は
当
然
必
要
な
こ
と
。
今

シ
ー
ズ
ン
も
米
・
豪
の
３
組
の

外
国
人
客
が
ブ
ラ
ン
に
宿
泊
し

「
穴
場
」「
安
い
」
と
満
足
し
て

い
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。
今

後
は
英
語
等
表
記
、
食
事
メ
ニ

ュ
ー
、
Ｈ
Ｐ
対
応
な
ど
も
進
め

て
い
き
た
い
。

　

米
国
人
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
や
英
語
圏
か
ら
の
移
住
者

の
方
々
な
ど
か
ら
も
協
力
を
得

て
、
多
様
な
価
値
観
や
文
化
に

触
れ
、
互
い
に
敬
意
と
親
し
み

を
持
ち
あ
う
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
あ
る
村
づ
く
り
を
教
育
委

員
会
と
共
に
進
め
た
い
。

教
育
長
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
は
雇
用
条

件
の
制
約
が
あ
る
が
、
彼
ら
の

「
外
国
人
の
目
線
」
を
活
か
し
つ

つ
、
村
の
Ｐ
Ｒ
の
英
会
話
教
室

を
す
る
な
ど
は
可
能
か
と
思
う
。

質
問 

前
向
き
な
答
弁
を
頂
い

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
村
長
の
発

言
に
は
ジ
ュ
ネ
ス
の
将
来
に
対

す
る
悲
観
的
な
考
え
も
感
じ
ら

れ
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の

で
き
る
村
に
な
る
こ
と
は
起
死

回
生
の
一
打
に
な
り
得
る
。「
も

う
限
界
」
と
い
う
認
識
で
は
前

向
き
な
打
開
策
は
浮
か
ば
な
い

の
で
は
。

村
長 

将
来
的
に
は
厳
し
く
な

る
だ
ろ
う
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
ま
だ
維
持
で
き
る
可
能
性

は
残
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に

賭
け
て
み
た
い
。

質
問 

世
界
的
に
見
れ
ば
ス
キ

ー
は
安
定
し
た
伝
統
文
化
で
あ

り
、
簡
単
に
は
廃
れ
な
い
。
日

本
文
化
体
験
や
温
泉
、
自
然
散

策
等
の
魅
力
も
村
に
は
揃
っ
て

い
る
。
私
が
提
案
し
た
「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・

ビ
レ
ッ
ジ
」
の
構
想
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
振
興
と
村
の
文
化
力
ア

ッ
プ
の
一
石
二
鳥
の
策
と
考
え

る
が
。

村
長 

も
ち
ろ
ん
諦
め
な
ど
持

っ
て
お
ら
ず
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
本
格
的
に
推
進
し
た
い
。
観

光
物
産
協
会
に
も
も
っ
と
動
い

て
ほ
し
い
。

教
育
長
　

九
州
の
村
で
老
夫
婦

が
営
む
民
宿
に
外
国
人
が
来
て
、

片
言
で
交
流
し
て
い
る
番
組
を

見
た
。
留
学
生
や
国
際
交
流
員
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
、
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
募
る
の
も
一
案
と
考
え

る
。
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話題！話題！
村の

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と

ちょっと
いい

美
味
し
い
た
よ
り
！

か
ら
の

か
ら
の

　

令
和
６
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
小
包
給
付
事
業
」。

　

村
を
離
れ
て
暮
ら
す
学
生
さ
ん
に
東
成
瀬
の
特
産
品
を
届
け
る
事
業
で
す
。

　

３
月
上
旬
に
発
送
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
応
援
小
包
」
を
受
け
取
っ
た
本
村
出
身
の

学
生
さ
ん
の
中
か
ら
、岩
井
川
の
菅
原
充み
つ

希き

さ
ん（
秋
田
大
・
４
年
）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

大
学
の
寮
で
の
生
活
は
？

　
「
最
初
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な
る
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
案
外
す
ぐ
に

慣
れ
て
、
今
で
は
独
り
も
気
楽
で
い
い

な
あ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

小
包
を
受
け
取
っ
た
感
想
は
？

　
「
す
ぐ
に
食
べ
て
み
ま
し
た(

笑)

。

ど
ん
が
汁
は
ち
ゃ
ん
と
骨
付
き
の
肉
が

入
っ
て
い
て
、「
屋
台
の
味
」
と
言
う
か
、

懐
か
し
い
感
じ
の
味
で
し
た
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
カ
レ
ー
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
け
っ
こ
う
辛
い
・
・
・
。

　

米
は
実
家
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
今
は
貴
重
品
で
す
か
ら
、
や

は
り
助
か
り
ま
す
。

　

普
段
は
Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
と
流
し
台
の
あ

る
部
屋
で
自
炊
し
て
い
ま
す
。」

村
に
帰
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
？

　
「
お
正
月
に
も
帰
っ
て
き
た
ん
で
す

が
、
三
月
は
雪
が
す
ご
く
増
え
て
い
ま

し
た
ね
。
村
は
時
間
の
流
れ
が
ゆ
っ

く
り
し
て
い
て
、
落
ち
着
け
る
場
所
で

す
。」

大
学
で
の
勉
強
は
？

　
「
理
工
学
部
で
金
属
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
金
属
っ
て
や
っ
ぱ
り
産
業
の

根
幹
だ
し
、
人
類
の
進
歩
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
な
の
で
。

　

将
来
は
金
属
の
知
識
を
必
要
と
し
て

い
る
東
京
や
仙
台
な
ど
の
企
業
に
行
く

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
と
て
も
礼
儀
正
し
く
、
や
さ
し
い
印
象

の
充み
つ

希き

さ
ん
。
村
を
離
れ
て
頑
張
っ
て
い

る
こ
ん
な
若
者
に
、
さ
さ
や
か
な
癒
し
を

与
え
て
い
る
・
・
・
。
大
切
な
事
業
だ
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
！！

　３月17日、新しく着任された４名の地域おこし協力隊員の紹介が

ありました。

　皆さんは、東成瀬テックソリューションズ株式会社で活動されます。

　今回着任の４名を合わせると、村の協力隊員は委嘱隊員２名、雇

用隊員８名、民間連携隊員56名の、合わせて66名となります。

地域おこし協力隊 着任！

　３月12日の一般質問に、たくさん

の方が傍聴にいらっしゃいました！

たくさんの方が傍聴に！

岩井川　菅原 充希さん
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３月定例会議

主
な
条
例

○
須
川
湖
キ
ャ
ン
プ
場
等
使
用
料
徴
収
条
例

・
令
和
７
年
度
か
ら
施
設
を
村
直
営
で
運
営

す
る
た
め
、
使
用
料
及
び
使
用
に
関
す
る
事

項
を
定
め
る
も
の
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
男
女
と
も
仕
事
と
育
児
、
介
護
を
両
立
で

き
る
よ
う
に
育
児
期
の
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充
や
介
護
離
職
防

止
の
た
め
、
制
度
の
整
備
を
行
う
も
の
。

指
定
管
理

人
事

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

令
和
７
年
６
月
末
で
任
期
満
了
と
な
る

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
。

　

佐
々
木　

智
子 

氏
（
肴
沢
）【
再
任
】

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
幸
寿
苑

団
体
名
：
社
会
福
祉
法
人 

雄
勝
な
ご
み
会

【
期　

間
】
令
和
７
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
12
年
３
月
31
日

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
る
せ

団
体
名
：
社
会
福
祉
法
人 

雄
勝
な
ご
み
会

【
期　

間
】
令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
12
年
３
月
31
日

○
ジ
ュ
ネ
ス
栗
駒
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

団
体
名
：
秋
田
栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

【
期　

間
】
令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日

　

３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
４
日
か
ら
19
日
ま
で

の
16
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
さ
れ
た
。

　

人
事
案
１
件
、
条
例
案
11
件
、
議
決
案
４
件
、

予
算
案
14
件
の
合
計
30
件
を
審
議
。
陳
情
１
件
を

採
択
、
２
件
を
審
査
継
続
と
し
て
、
議
員
発
議
の

条
例
１
件
、
意
見
書
１
件
を
含
む
す
べ
て
の
議
案

を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

２
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
５
議
員
が

登
壇
し
村
政
を
質
し
た
。

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す
！

○
畜
産
施
設
条
例
の
一
部
改
正

○
循
環
拠
点
施
設
条
例
の
一
部
改
正

・
公
の
施
設
に
該
当
し
な
い
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

○
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

・
水
道
事
業
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
水

道
料
金
の
改
正
を
行
う
も
の
。

  現　行

料金区分

種別・口径

基本水量
（1月につき）

基本料金
（1月につき）

超過料金
（1㎡につき）

一　

般　

用

20mm 未満 10㎡ 1,180 円 110 円

20mm 以上
30mm 未満 10㎡ 1,270 円 110 円

30mm 以上 10㎡ 1,430 円 110 円

  改正後

料金区分

種別・口径

基本水量
（1月につき）

基本料金
（1月につき）

超過料金
（1㎡につき）

一　

般　

用

20mm 未満 10㎡ 1,500円 130円

20mm 以上
30mm 未満 10㎡ 1,590円 130円

30mm 以上 10㎡ 1,750円 130円

⬇ ※一般家庭は
　20㎡未満が主流
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不
祥
事
へ
の
対
応
を
質
す

　

職
員
に
よ
る
不
祥
事
に
伴
う
懲
戒
処
分

に
つ
い
て
、
副
村
長
か
ら
説
明
を
受
け
、

当
局
の
対
応
を
質
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
３
月
定
例
会
議
の
村
長
の
行
政
報

告
の
冒
頭
で
報
告
が
な
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
な
ど
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
も

公
表
と
な
り
、
村
全
体
に

衝
撃
が
走
っ
た
。

　

今
は
警
察
に
相
談

し
、
調
査
段
階
で

あ
る
た
め
、
被
害

の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
っ
た
時

点
で
議
会
と
し

て
の
対
応
を
し
て

い
く
こ
と
で
再
確

認
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
発
覚

の
経
緯
、
発
覚
ま
で
に
時
間

が
か
か
っ
た
の
は
何
故
か
、
公
表
の

程
度
や
村
民
へ
の
周
知
、
謝
罪
に
つ
い
て

な
ど
議
員
か
ら
様
々
な
質
問
が
あ
っ
た
。

　

村
民
へ
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

等
で
周
知
・
謝
罪
を
し
て
い
く
旨
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

３
月
定
例
会
議
に
向
け
、
新
年
度
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

　

冒
頭
、
村
長
か
ら
挨
拶
を
兼
ね
た
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
担
当
者
か
ら
新

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

主
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会

の
終
了
後
に
全
員
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
簡
易

水
道
・
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
と
、
桧
山
台
跡
地
利
用
に

つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
浄
化
槽
の
臭
い
対
策
に
つ
い

て
、
上
下
水
道
の
事
業
の
採
算
性
の
観
点
か
ら

料
金
の
値
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、
桧

山
台
跡
地
利
用
の
桜
並
木
に
つ
い
て
、
冬
場
の

使
用
や
、
多
目
的
広
場
に
つ
い
て
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
質
問
が
あ
っ
た
。

簡
易
水
道
・
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
と
桧
山
台
跡
地
利
用
は

不祥事に関する説明会

　    ７年度
予算内示会

     事業の    　　　　
方向性説明会

３月４日

2月21日3月18日

議会全員
協議会

新
年
度
予
算
の
概
要
は
？

本会議で謝罪する様子本会議で謝罪する様子
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予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
17
日
）

本

会

議
（
３
月
19
日
）

課題解決につながる予算か
厳正審査!

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）

物
価
高
騰
緊
急
支
援
金

質
問
　

１
人
１
万
円
給
付
の
支
援

金
対
象
者
の
中
に
、
受
け
取
ら
な

か
っ
た
方
は
い
る
の
か
。

答
弁

　　

昨
月
末
時
点
で
２
３
０
８

名
の
方
に
お
配
り
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
受
け
取
ら
な
か
っ
た
方
は

５
名
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
購
入

質
問
　

国
の
交
付
金
活
用
で
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
購
入
を
予
定
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
特
殊
車
両
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
形
式
は
。
ま
た
、

購
入
後
の
維
持
管
理
は
一
般
財
源

か
ら
の
捻
出
か
。

答
弁

　　

形
式
に
つ
い
て
は
１
．
５

ト
ン
の
ト
ラ
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
と
し

た
も
の
を
計
画
し
て
い
る
。
導
入

後
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

一
般
財
源
で
対
応
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

質
問
　

日
頃
の
管
理
、
使
用
の
た

め
の
訓
練
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
弁

　　

食
品
を
扱
う
の
で
、
衛
生

的
な
管
理
を
重
視
す
る
。
防
災
時

に
使
用
す
る
た
め
、
研
修
会
の
よ

う
な
も
の
も
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
常
日
頃
の
利
用
と
し
て

国
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
活
用
も
問
題

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
利
用
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

質
問
　

令
和
６
年
度
は
ど
の
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁

　　

現
在
５
件
の
申
し
出
が
あ

り
、
８
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

質
問
　

米
の
値
段
が
急
激
に
上
が

っ
て
い
る
が
、
返
礼
品
を
納
め
る

業
者
の
手
取
り
が
少
な
く
な
っ
た

よ
う
な
事
例
は
あ
る
か
。

答
弁

　　

収
入
に
関
し
て
不
都
合
が

生
じ
た
と
い
う
話
は
届
い
て
い
な

い
。
価
格
高
騰
前
に
価
格
を
設
定

し
て
い
る
た
め
、
多
少
の
影
響
は

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
事
業
者

と
相
談
を
密
に
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

厳
し
く

　チ
ェ
ッ
ク
!

　

３
月
定
例
会
議
最
終
日
19
日
に
審
議
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る

主
な
質
疑
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

須
川
湖
キ
ャ
ン
プ
場
に
関
し
て

質
問
　

村
直
営
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
大
変
期
待
を
し
て
い
る
。
こ

の
機
会
に
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
が

栗
駒
山
荘
の
温
泉
に
安
く
入
れ
る

仕
組
み
は
検
討
出
来
な
い
か
。

答
弁

　　

栗
駒
リ
ゾ
ー
ト
（
株
）
と
の

関
係
も
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
と
協

議
を
進
め
な
が
ら
、
割
引
券
な
ど

の
交
付
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

出
張
等
の
旅
費
に
関
し
て

質
問
　

宿
泊
料
が
か
な
り
値
上
が

り
し
て
い
る
。
旅
費
が
定
額
支
給

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
し
不
足
し

た
場
合
は
。

答
弁

　　

宿
泊
料
が
値
上
が
り
し
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
規

定
の
宿
泊
料
よ
り
も
高
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
実
費
支
給
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
案
審
議栗駒山荘露天風呂からの眺望
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　３月定例会議で３件の陳情が提出され、総務教

育民生常任委員会へ付託。審査の結果、１件を採

択すべきもの、２件を審査を継続するべきものと

し、採択すべきものとした１件については要請に

基づき意見書を提出することに決定した。

採択とした陳情

○「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を

求める意見書」の採択を求める陳情書

	 （陳情者）　秋田県労働組合総連合

	 　　　　　議長　高野　智子　外１名		

審査継続とした陳情

○地方自治を無視する国に沖縄との対話を求め

る意見書の提出に関する陳情

	 （陳情者）　沖縄に応答する会＠あきた

	 　　　　　代表　兵藤　知子

○「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」

採択に関する陳情書

	 （陳情者）　秋田弁護士会

　　　　　　会長　石田　英憲

会議はどなたでも傍聴できます。

詳しくは議会事務局までお問い合わせ下さい。

次回定例会は６月上旬開会の予定！

傍聴しませんか？傍聴しませんか？

ざ
ん
じ

き
ゆ
う
け
い

▼
成
瀬
ダ
ム
建
設
現
場
、
桧
山
台
地
区

の
周
辺
整
備
事
業
の
計
画
が
進
行
し
て

い
る
。
ダ
ム
湖
の
利
活
用
を
含
め
、
今

後
よ
り
具
体
的
に
整
備
計
画
が
議
論
さ

れ
る
。
村
の
産
業
・
観
光
も
こ
の
契
機

に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
成
長
す
る
こ

と
を
願
う
。

▼
我
が
家
の
末
っ
子
が
義
務
教
育
課
程

を
終
え
た
。
最
後
の
小
中
学
校
の
合
同

歓
送
迎
会
が
開
催
中
止
と
な
っ
た
。
改

め
て
保
護
者
と
教
職
員
が
思
い
思
い
の

言
葉
を
交
わ
す
、
村
な
ら
で
は
の
な
ん

と
も
言
わ
れ
ぬ
空
気
、
嫌
い
じ
ゃ
な
か
っ

た
ん
だ
け
ど
な
あ
。
こ
れ
も
世
の
流
れ

か
と
寂
し
く
受
け
入
れ
る
。

▼
卒
業
入
学
と
別
れ
か
ら
出
会
い
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
旅
立
ち
飛
躍
す
る

子
供
た
ち
へ
心
か
ら
エ
ー
ル
を
。

▼
は
じ
め
は
小
さ
な
嘘
や
過
ち
で
も
、

気
付
け
ば
大
き
な
嘘
や
過
ち
に
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
の
日
常
が
当
た

り
前
で
な
く
な
る
。
現
実
は
想
像
よ
り

「
無
情
」
だ
。

（
議
員　

鈴
木　

実
）

３月定例会議議決事項一覧
人権擁護委員推薦につき議会の意見を求めることについて
須川湖キャンプ場等使用料徴収条例について
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例について
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
及び東成瀬村職員等の旅費に関する条例の一部を改正す
る条例について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
について
職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇
等に関する条例の一部を改正する条例について
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
について
畜産施設条例の一部を改正する条例について
循環拠点施設条例の一部を改正する条例について
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について
簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例について
過疎地域持続的発展計画の変更について
指定管理者の指定について　※特別養護老人ホーム幸寿苑
指定管理者の指定について　※デイサービスセンターなるせ
指定管理者の指定について　※ジュネス栗駒カントリーパーク
令和６年度一般会計補正予算（第９号）
令和６年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和６年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）補
正予算（第５号）
令和６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和６年度介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度簡易水道事業会計補正予算（第３号）
令和６年度下水道事業会計補正予算（第３号）
令和７年度一般会計予算
令和７年度国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
令和７年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）予算
令和７年度後期高齢者医療特別会計予算
令和７年度介護保険特別会計予算
令和７年度簡易水道事業会計予算
令和７年度下水道事業会計予算
議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条
例について
最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見
書の提出について
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夢に向かって羽ばたけ!

高校生にインタビュー！

佐々木 杏実さん（平良）

増田高校３年生
趣味：バスケ・バレーを
　やるのも見るのも好き、
　小物作り・音楽を聴くこと

ささき　　      あみ

あなたにとって、東成瀬村といえば？
　自然が豊かで、星空がきれいなところ
　地域の方々に外で会うと、声をかけてくれるので安心できる場所です。

将来、どんな仕事を目指していますか？どんな大人になりたいですか？
　精密機器の製造業に就職できたらいいなと考えています。
　将来は、物作りを通して、たくさんの人とコミュニケーションがとれる大人にな
りたいです。

友だち・家族へメッセージを！
家族へ・・・いつも支えてくれてありがとう！これからもよろしくお願いします！ 
友達へ・・・ 大事な時期が来るけど、それぞれの目標に向かってお互いに頑張りま

しょう!!

　17

4／8 小学校入学式
期待に胸をふくらませて

夢に向かって羽ばたけ!

東成瀬村
No.221

令和７年４月20日発行

議会ブログはこちら♪
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……………
常任委員会調査活動
議会の動き

令和７年１月
　　　 招集会議 …

滝ノ沢地区

菅野 由美子さん
ゆ み こ

20年間にわたって、小学生の徒
歩通学を見守りながら、片道約２
キロメートルの道のりを毎朝一緒
に歩いてくれている。


